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本市は、今後人口の減少による収益減少や人的資源の減少が長期的に大きな課題だと認識しています。

そのため、費用対効果が高い手法で業務効率を上げることが求められています。検針員について、人員お

よび人件費の確保について特に山間部で困難になってくることが今後の課題となっています。

遠隔で１～２か月に２度検針が可能で、検満期まで電池交換が不要な形で現況のメーターボックス内

に収まる費用を極力抑え、シンプルな構造で故障リスクが低く、得られた検針データから省力化した形

で料金徴収が可能となるスマートメーターシステムを求めています。

検針業務の効率化のためにスマートメーターの導入を検討していますが、水道事業全体の事業費を抑え

た形で導入することが困難なコストがかかる機器となっています。付加価値の工夫により費用対効果を生

み出す取組がありますが、代替できる手法がある場合が多く、導入が経営リスクとなりかねない点を懸念

しています。水道事業の業務効率化に寄与し、導入コストを抑えたスマートメーターの採用について検討

が必要だと考えています。

検針作業

検針約2,031,400件/年

静４ 人員削減と水道事業費抑制に効果的なスマートメーター 求める技術：⑪

静岡市

1  課題を抱える業務の内容


